
佐賀市金立山における佐賀自然史研究会第 58 回観察会

「植物を操る昆虫たちの不思議：虫えい探しに出かけよう」

で確認された虫えい

徳 田 誠1)・中 原 正 登2)・山 﨑 工3)・上 赤 博 文4)

Arthropod galls found on Mount Kinryu, Saga, Kyushu, Japan

1．はじめに

虫えい（虫こぶ）は，昆虫やダニなどが植物

組織や器官の形状を変化させて形成した構造

で，生きた植物細胞から構成されている（湯川・

桝田 1996；徳田 2014a）．虫えい形成者がどの

ように植物を操作して多様な形状の虫えいをう

み出しているのか，そのメカニズムは非常に興

味深い（徳田 2011；神代・徳田 2013；鈴木 2013；

徳田 2013a；Tokuda ら 2013）．また，虫えい形

成者以外の様々な節足動物が餌資源や居住地と

して虫えいを利用する事が知られており，虫え

い形成者は地域の生物群集構造の決定に重要な

役割を担う分類群である（Yukawa & Roh-

fritsch 2005；Tokuda 2012；徳田 2014a）．虫え

い形成者の中には成虫寿命が著しく短く，寄主

植物の特定の発育段階の組織を刺激しなければ

虫えい形成に成功しない場合も知られている

（徳田・湯川 2010）．したがって虫えい形成者

は，地球温暖化などの環境変動の影響を受けや

すく，種々の環境変化の指標生物として有用な

分類群でもある（徳田 2014a）．

虫えいは顕著な構造物で見つけやすい上，植

物体上に長期間残存する場合も多く，比較的短

期間の調査でも地域の虫えい形成者相を把握す

る事が可能であるため，生物地理学的観点から

の研究も盛んに行われている（Yukawa & Par-

tomihardjo 1997；Partomihardjo ら 2011；徳田

2014b；Kim ら 2015）．さらに，一生のほとん

どを虫えい内で過ごす種も多く，他の節足動物

と比べて生命表の作成が容易であるため，個体

群生態学的な研究にも適した材料であり，教材

としての利用価値も高い（湯川・松岡 1992）．

以上のような観点から，地域の虫えい形成者

の多様性を明らかにする事には大きな意義があ

ると考え，筆者らは佐賀自然史研究会第 58 回

観察会として「植物を操る昆虫たちの不思議：

虫えい探しに出かけよう」を企画し，佐賀市金

立山において虫えいの調査および観察会を実施

した．

2．観察会の状況

2014年 4月 27日の午前 9時に金立山いこい

の広場に集合し，徳田が虫えいと虫えい形成者，

虫えいの構造，虫えいの呼び方（虫えい和名）

に関して解説した後，いこいの広場から金立山

中腹までの登山道を往復約 3時間かけて歩き，

目視により虫えいを探索した（図 1, 2）．虫え

いが見つかると，形成者やその生活史，他生物

との相互作用について解説した．タブノキハク

ボミフシの形成者であるタブトガリキジラミ
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（後述）の成虫の一斉羽化，リンゴの果実のよう

なナラメリンゴフシ（後述）をはじめ多数の虫

えいを観察することができたほか，ベニツチカ

メムシの集団やギンリョウソウなども見ること

ができ，充実した観察会となった．晴天に恵ま

れ，参加者は 27名であった．

3．観察会で確認された虫えい

今回の観察会で確認された虫えいを，湯川・

桝田（1996）の掲載順（寄主植物の科の分類群

順；詳細は同文献を参照）に列挙する．虫えい

および虫えい形成者の和名は湯川・桝田（1996）

に従った．

虫えい和名の後には，湯川ら（2013）の方法

に基づき，湯川・桝田（1996）に掲載されてい

る虫えい番号（大文字アルファベットと数字 3

桁）の末尾に 0または 1〜3 の数字を追加して 4

桁に変更した番号を［ ］付で示した．

この番号の付け方は，湯川・桝田（1996）の

出版後，新しい虫えいが多く見つけられたこと

に対応して考案された方法であり，4桁目の数

字は，湯川・桝田（1996）に掲載されているも

のを 0とし，その後発見された虫えいは，関連

の深い既知の虫えい番号の 4桁目を 1, 2, …と

変更して付与されている．

さらに，同一種の虫えい形成者が同属の複数

種の植物に同様の形状の虫えいを形成すること

が知られている場合，数字の後に小文字アル

ファベットを付して区別されている．小文字ア

ルファベットは，原則的に，湯川・桝田（1996）

に使われている虫えい名を aとし，それ以外の

寄主植物を虫えいの発見順に b, c, …として付

与されている．

例えば，下記⑴のワラビクロハベリマキフシ

の場合，湯川・桝田（1996）でA-002 として掲

載されている虫えいと同じものであるため，4

桁目に 0が付与されている．また，この虫えい

はワラビ以外の植物には形成されないため，末

尾に小文字アルファベットは付与されていな

い．

⑴ワラビクロハベリマキフシ［A-0020］（図 3）

佐賀県初記録

ワラビハベリマキタマバエ（学名未決定）に

よりワラビの小葉に形成される虫えいであり，

本州および九州から記録されている（湯川・桝

田 1996）．佐賀県では今回が初記録である．観

察会では，佐賀西高校 2年（当時）の藤井祐良

君が発見した．成熟すると黒色を帯びるが，観

察会での採集時には未成熟であり，まだ薄緑色

を呈していた．

なお，後日，佐賀市富士町（2014年 7月 5日；

徳田確認）および嬉野市嬉野（2014年 11月 14

日；徳田確認；図 4）においてもこの虫えいが確
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図 1 ．金立山いこいの広場での虫えい観察の様子 図 2 ．虫えいについての解説の様子



認された．

⑵コナラハトジフクレフシ【新称】［C-0492］

（図 5）新記録虫えい

タマバエの一種（学名未決定）により形成さ

れ，コナラの葉の中肋を中心に葉表側が内側に

なるように折れ曲がり，中肋付近が袋状に肥大

した虫えいである．他の地域でも過去に採集さ

れた事例はあるが，文献上は今回の記録が初の

報告となる（湯川淳一博士，私信）．

⑶コナラハベリオレフシ［C-0493a］（図 6）佐

賀県初記録

コナラハベリオレタマバエ Macrodiplosis

selenis Kim & Yukawa によりコナラの葉に形

成された虫えいである（Kimら 2014）．本種は

北海道から九州および韓国に分布しており，九

州では福岡，大分，宮崎県から記録があるが，

佐賀県からは今回が初記録である．

⑷コナラハフクレフシ［C-0495］佐賀県初記録

タマバエの一種（学名未決定）によりコナラ

の葉に形成される虫えいである（湯川・桝田

1996）．過去に岩手，福岡，大分県で採集された

ことがあるが，佐賀県からは今回が初記録との

ことである（湯川淳一博士，私信）．
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図 4 ．ワラビクロハベリマキフシ（成熟した虫えい；

嬉野市にて 2014年 11月 14日に撮影）

図 6 ．コナラハベリオレフシ

図 3 ．ワラビクロハベリマキフシ（未成熟のためまだ

黒色を帯びていない）

図 5 ．コナラハトジフクレフシ



⑸ナラメリンゴフシ（寄主植物：コナラ）

［C-1340a］（図 7）佐賀県初記録

ナラメリンゴタマバチ Biorhiza nawai

(Ashmead）によりコナラなどの芽に形成され

る虫えいである（湯川・桝田 1996）．国内では

本州・四国・九州からの記録が知られているが，

佐賀県からは筆者らの知る限り報告がなく，今

回が初記録と考えられる．

⑹ナラハタイコタマフシ（寄主植物：コナラ）

［C-1450a］（図 8）

ナラハタイコタマバチ Andricus moriokae

Monzen によりコナラなどの葉に形成される虫

えいである（湯川・桝田 1996）．佐賀県内では，

Katsuda & Yukawa (2004）により脊振山で確

認されている．

⑺エノキハトガリタマフシ［C-2020a］（図 9）

佐賀県初記録

エノキトガリタマバエ Celticesis japonica

Yukawa & Tsuda によりエノキの葉に形成さ

れる虫えいである（湯川・桝田 1996）．本州・四

国・九州より記録があるが，佐賀県からは今回

が初記録である．なお，県内では小城市小城町

（2015年 5月 20日；徳田確認），神埼市脊振町

（2015年 5月 24日；徳田確認）の他，佐賀大学

構内（佐賀市本庄町；徳田確認）でも普通に見

られる．

⑻ケヤキハフクロフシ［C-2060］（図 10）佐賀

県初記録

ケヤキヒトスジワタムシ Paracolopha morri-

soni (Baker)（図 11）によりケヤキの葉に形成

される虫えいである（湯川・桝田 1996）．ケヤ

キには数種のタマワタムシが虫えいを形成する

が，中でももっとも普通に見られる虫えいであ

り，公園などに植栽されたケヤキでもよく見ら

れる．国内では北海道・本州・四国・九州から

記録があり，佐賀県内でもごく一般的に確認で

き，佐賀大学構内（佐賀市本庄町）でも見られ

る（徳田確認）が，文献上は今回が初記録と考

えられる．
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図 7 ．ナラメリンゴフシ（寄主：コナラ） 図 9 ．エノキハトガリタマフシ

図 8．ナラハタイコタマフシ（寄主：コナラ）



⑼クスノキハクボミフシ［C-2520］（図 12）佐

賀県初記録

クストガリキジラミ Trioza camphorae Sasa-

ki によりクスノキの葉に形成される虫えいで

ある（湯川・桝田 1996）．国内では本州・四国・

九州から記録があり，各地で普通に見られる虫

えいの一つであり，佐賀大学構内（佐賀市本庄

町）でも多数見られる（徳田確認）が，文献上

は今回が佐賀県初記録となる．

⑽タブノキハクボミフシ［C-2570a］（図 13）佐

賀県初記録

タブトガリキジラミ Trioza machilicola Y.

Miyatake（図 14）によりタブノキの葉に形成さ

れる虫えいである（湯川・桝田 1996）．佐賀県

からは今回が初記録となる．金立山では極めて

高密度で確認され，ちょうど観察会の当日には，

多数のキジラミ成虫が虫えいから羽化して新芽

に産卵している様子が観察できた．

なお，本種によりホソバタブに形成される虫

えいも，多良岳（藤津郡太良町）において確認

された（2014年 7月 12日；徳田確認）．

⑾ニッケイハミャクイボフシ（寄主：ヤブニッ

ケイ）［C-2630b］佐賀県初記録

ニッケイトガリキジラミ Trioza cinnamomi

(Boselli）によりニッケイやヤブニッケイの葉

に形成される虫えいである（湯川・桝田 1996）．
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図 11 ．ケヤキハフクロフシの内部に生息するケヤキ

ヒトスジワタムシ

図 13 ．タブノキハクボミフシ

図 10 ．ケヤキハフクロフシ 図 12 ．クスノキハクボミフシ



本種は本州，四国，九州，南西諸島に分布して

いるが，佐賀県からは今回が初記録である．

⑿ムベハオレフシ［C-2680c］佐賀県初記録

ベニキジラミ Psylla coccinea Kuwayama に

よりムベの葉に形成された虫えいである（湯

川・桝田 1996）．本種の寄主として，ムベの他，

アケビやミツバアケビが知られている（湯川・

桝田 1996）．本種は北海道から南西諸島まで広

く分布しているが，佐賀県からは今回が初記録

である．

県内では，本種によりムベに形成された虫え

いが神埼市脊振町および佐賀市富士町でも見つ

かっており（いずれも 2014年 7月 5日；徳田確

認），アケビに形成された虫えいが佐賀市三瀬

村（2015年 5月 15日；徳田確認）で，ミツバア

ケビに形成された虫えいが小城市小城町（2015

年 5月 20日；徳田確認）でそれぞれ確認されて

いる．

⒀ヤブツバキハミャクフクレフシ［C-2800a］

（図 15）

ヤブツバキウロコタマバエ Lasioptera camel-

liae Ohno & Yukawa によりヤブツバキの葉に

形成される虫えいである（湯川・桝田 1996）．

佐賀県内では，Ohno & Yukawa (1984）により

唐津市から報告されている．

⒁クサイチゴハケフシ【新称】［C-3110b］（図

16）新記録虫えい

キイチゴハモグリダニ Phyllocoptes carilubi

Keifer，あるいはその近縁種によりクサイチゴ

の葉に形成されたと考えられる虫えいである．

国内では，本州でキイチゴハモグリダニによる

キイチゴの虫えいの報告があり（湯川・桝田

1996），インターネット上ではクサイチゴで同

様の虫えいを確認したという事例が散見される

が，文献上は今回が初記録と考えられる．

⒂サクラハチヂミフシ［C-3140］（図 17）佐賀

県初記録

サクラコブアブラムシ Tuberocephalus

sakurae (Matsumura）によりサクラの葉に形
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図 14 ．タブノキの新葉に群がるタブトガリキジラミ

の成虫

図 16 ．クサイチゴハケフシ

図 15 ．ヤブツバキハミャクフクレフシ



成される虫えいである．本州から九州にかけて

ごく一般的に見られるが，筆者らの知る限り，

佐賀県からは今回が初記録と考えられる．

⒃モチノキハクボミフシ（寄主植物：クロガネ

モチ）［C-3740c］（図 18）佐賀県初記録

タイワントガリジキラミ Trioza formosana

Kuwayama によりモチノキやクロガネモチな

どの葉に形成される虫えいである．本種は国内

では本州，四国，九州，南西諸島に分布してい

るが，佐賀県からは今回が初記録である．

⒄ナナミノキメタマフシ［C-3750b］（図 19）佐

賀県初記録

ソヨゴタマバエ Asteralobia soyogo (Kikuti）

によりナナミノキの腋芽に形成された虫えいで

ある（Tokuda ら 2002；2004）．本種は本州，四

国，九州に分布しており，ソヨゴ，ナナミノキ，

ヒメモチ，モチノキに虫えいを形成する．佐賀

県からは今回が初記録となる．

なお，県内では神埼市日の隈山でもナナミノ

キに形成された虫えいが確認できる．また，

2014年 6月には，本種によりソヨゴに形成され

た虫えいが，金立山の山頂付近で神代智子氏に

より採集された．

⒅ナナミノキハベリオレフシ［C-3770］佐賀県

初記録

ネ グ ロ キ ジ ラ ミ Petalolyma bicolor

(Kuwayama）によりナナミノキの葉に形成さ

れる虫えいである．本種は本州・四国・九州に

分布するが，佐賀県からは今回が初記録となる．

⒆カキハベリマキフシ［D-0080］

カキクダアザミウマ Ponticulothrips diospyr-

osi Haga & Okajima によりカキの葉に形成され

る虫えいである．本種はカキの害虫として知ら

れており，佐賀県内では 1985年に初めて確認

され，1989年には県内全域で発生が認められる

ようになった（山津ら 1987；1991；1992）．

⒇エゴノキハイボフシ［D-0161］佐賀県初記録
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図 17 ．サクラハチヂミフシ 図 19 ．ナナミノキメタマフシ

図 18．モチノキハクボミフシ（寄主：クロガネモチ）



エゴノキハイボタマバエ Contarinia sp. によ

りエゴノキの葉に形成される虫えいである

（Tokuda ら 2006）．脊振山の福岡県側では確

認されているが，佐賀県からは今回が初記録と

なる．

4クロキハマキカイガラフシ［D-0190］（図 20）

佐賀県初記録

ヒゲブトトガリキジラミ Stenopsylla nigri-

cornis Kuwayama によりクロキの葉に形成さ

れる虫えいである（湯川・桝田 1996）．佐賀県

からは今回が初記録である．なお，県内では，

神埼市日の隈山でもよく見られる（徳田確認）．

6ネズミモチミミドリフシ［D-0270a］

イボタミタマバエ Asphondylia sphaera Mon-

zen によりネズミモチの実に形成される虫えい

である（湯川・桝田 1996）．県内では，吉野ヶ

里町（旧東脊振村）松隈より記録されている

（Uechi ら 2002）．

7クサギハコブフシ［D-0400］（図 21）佐賀県

初記録

フシダニの一種 Eriophyes sp. により葉に形

成される虫えいである（湯川・桝田 1996）．菊

池（1940）により京都府より初めて報告され，

薄葉（1981）により千葉県からも記録されてい

る．湯川・桝田（1996）によれば本種は本州の

他，四国および九州にも分布するとされており，

九州各地で比較的よく確認される虫えいの一つ

であるが，これまでに詳細な分布情報は報告さ

れておらず，佐賀県からは今回が初記録になる

と考えられる．

9ウツギメタマフシ（寄主：ツクシヤブウツギ）

［D-0610b］（図 22）佐賀県初記録

ノブドウミタマバエ Asphondylia baca Mon-

zen によりタニウツギ属の芽に形成される虫え

いである（Uechi ら 2004）．本虫えいの形成者

は，進士（1938）により北米原産の Asphondy-

lia diervillae Felt と同定され，古くからウツギ

メタマバエやタニウツギハリオタマバエという
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図 20 ．クロキハマキカイガラフシ 図 22 ．ウツギメタマフシ（寄主：ツクシヤブウツギ）

図 21 ．クサギハコブフシ



和名が用いられてきた（湯川・桝田 1996）．し

かしながら，Uechi ら（2004）により本種はノ

ブドウミタマバエであり，寄主交替により夏に

はノブドウにノブドウミタマフシを形成し，秋

から翌春にかけてタニウツギ属にメタマフシを

形成することが明らかにされた．

2014年 6月に国見山（佐賀県伊万里市と長崎

県佐世保市の境界付近）において，神代智子氏

がハコネウツギに形成された虫えいを採集して

下さった．

4．虫えいが確認されなかった植物

金立山いこいの広場には，ツワブキが多数植

栽されており，観察会の予備検討時（2014年 4

月 19日）および観察会当日に計 1,000葉以上

を調査したが，ツワブキケブカミバエ Para-

tephritis fukaii Shiraki により葉柄に形成される

ツワブキハグキフクレフシ［D-0850］（湯川・

桝田 1996）は確認できなかった．

5．おわりに

今回の観察会では，タマバエ科による虫えい

10 種類，キジラミ上科による虫えい 7種類，タ

マバチ科による虫えい 2種類，フシダニ科によ

る虫えい 2種類，アザミウマ目，アブラムシ科，

タマワタムシ科による虫えいそれぞれ 1種類の

合計 24 種類が確認された．

このうち，コナラハトジフクレフシおよびク

サイチゴハケフシは新記録の虫えいであり，18

種類が佐賀県初記録の虫えいであった．

九州・沖縄地域においては，これまで，対馬

（Kimら 2015），宮崎県（永井 2009；2010；2011；

2012；2014；湯川ら 2012），鹿児島県（湯川

1988），高隈山・佐多岬（湯川 1979），種子島（湯

川ら 2013），屋久島（湯川 1984），奄美大島

（Yukawa 1988），南西諸島（山内ら 1982），九

州各地（Yukawa 1978）などで虫えい形成タマ

バエ相に関する報告，および，Katsuda &

Yukawa (2004）による九州におけるタマバチ

相に関する報告があるものの，佐賀県内におい

ては，過去に本格的な虫えい形成節足動物の調

査は実施されていなかった．そのため，今回の

観察会では，九州でごく普通に見られる虫えい

の中でも，文献上は佐賀県新記録のものが多数

見出された．

佐賀県の虫えい形成節足動物を他地域と比較

するには未だ情報が不足しているため，詳細に

ついて議論することはできないが，今後，他の

季節における虫えいの調査や金立山以外の地域

での調査を実施する事により，佐賀県における

虫えい形成者の多様性を明らかにしていきた

い．観察会に参加され，また，本報告を読まれ

て虫えいに興味を持たれた皆様にもご協力頂け

ると非常にありがたい．
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本原稿に対して有益なご助言を賜り，タマバ

エ科の分布情報や虫えい番号についてご教示下

さった湯川淳一博士，タマバチ科の文献につい

てご教示下さった阿部芳久博士，キジラミ上科

の分布や文献についてご教示下さった井上広光

博士，アブラムシ科およびタマワタムシ科の文

献を確認して下さった佐野正和博士に感謝申し

上げる．なお，本観察会で確認された虫えい，

および虫えい形成者の佐賀県内における過去の

記録について，著者らが知る限りの文献は確認

したつもりであるが，もし確認漏れがあった場

合にはご容赦頂くとともに，是非ご教示頂けれ

ば幸甚である．

また，観察会の当日に多数の虫えいを見つけ

て下さった行徳直久氏，神代智子氏（後日も採

集して下さった），藤井祐良君をはじめ，第 58
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すべての方々に厚く御礼申し上げる．
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